
    ○東京藝術大学学長選考規則 

 
平成17年２月24日    
制      定    

改正  平成19年３月28日  平成25年10月24日 

平成26年６月26日  平成27年４月１日 

平成27年９月17日  令和３年３月18日 

 （目的） 
第１条 この規則は、東京藝術大学学長選考会議規則第１０条に基づき、東京藝術 
 大学学長選考会議（以下「選考会議」という｡)が行う学長の選考及び解任等必要 

な事項について定めることを目的とする。 
 （選考の時期） 
第２条 選考会議は、次の各号の一に該当する場合に学長候補者を選考する。 
（１）学長の任期が満了するとき。 
（２）学長が辞任を申し出たとき。 
（３）学長が解任されたとき。 
（４）学長が欠員となったとき。 
２ 学長候補者の選考は、前項第１号に該当する場合においては任期満了の３ヶ月

以前に、同項第２号から第４号に該当する場合においては速やかに行うものとす

る。                                
 （選考の基準） 
第３条 学長候補者の選考基準は、選考会議の議を経て、別に定める。 
 （投票による意向聴取） 
第４条 選考会議は、学長候補適任者を選定するため投票資格者による投票により

 意向聴取を行う。 
２ 投票は、投票資格者による単記又は２名連記の無記名投票により行う。 
３ 投票に関する公示は、実施日の10日前までに行う。 
４ 投票による意向聴取の結果は、公表しない。 
 （投票管理委員会） 
第５条 前条の投票を管理するため、投票管理委員会を置く。 
 （投票資格者） 
第６条 投票資格者は、投票の公示日において本学に在職する学長、理事、専任の

 教授、准教授、講師及び事務職員（課長補佐相当以上）とする。ただし、休職中

 の者は投票資格者から除く。 
２ 前項の規定にかかわらず、休職中の者が投票日の前日までに復職したときは、

 投票資格を得るものとし、投票資格者が投票日の前日までに離職し、又は休職す

 ることとなったときは、投票資格を失うものとする。 
 （不在者投票） 
第７条 投票資格者が出張等の公務により、投票日に投票できない場合は、不在者

 投票を行うことができる。 
２ 代理投票は認めない。 
 （学長候補適任者の選定） 
第８条 選考会議は、第４条に規定する投票による意向聴取の結果及び選考会議委



 員から推薦された者の中から学長候補適任者として複数人を選定する。 
２ 選考会議は、前項により選定された学長候補適任者に通知し、学長候補適任者

 となることの意思確認を行ったうえ、書面により所信表明を提出させる。 
 （学長候補者の選考） 
第９条 選考会議は、学長候補適任者について審議し学長候補者を選考する。 
２ 選考会議は、学長候補者が辞退した場合は、辞退した学長候補者を除き学長候

 補適任者の中から改めて学長候補者を選考する。 
（学長の業務執行状況の確認） 

第１０条 選考会議は、監事と連携し、学長の業務執行状況について確認する。 
 （解任の理由） 
第１１条 学長の解任は、次の各号の一に該当する場合に行うことができる。 
（１）心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認められるとき。 
（２）職務上の義務違反があるとき。 
（３）職務の遂行が適当でないため、本学の業務の実績が悪化した場合であって、

  引き続き当該職務を行わせることが適当でないと認められるとき。 
（４）その他学長として適格でない理由が認められるとき。 
 （解任の発議） 
第１２条 学長の解任の発議は、次の各号の一に該当する場合に行うことができ

 る。 
（１）選考会議委員４人以上の連名により解任の発議があったとき。 
（２）経営協議会、教育研究評議会、教授会及び事務協議会のいずれかの会議にお

  いて、構成員の３分の２以上の議決により解任の発議が行われたとき。 
２  選考会議議長は、前項により学長の解任の発議があったときは、速やかに選考

 会議を招集する。 
 （解任の適否） 
第１３条 選考会議は、前条による解任の発議があった場合、第11条に掲げる学長

 の解任理由に該当するか審議し、解任の適否を議決する。 
（規則の改廃）  

第１４条 この規則の改廃は、選考会議の審議を経て、選考会議議長が行う。  
 （雑則） 
第１５条 この規則に定めるもののほか、学長の選考等に関し必要な事項は、別に

 定める。 
２ この規則の解釈について疑義があるときは、選考会議が決定する。 
 
      附 則 
１ この規則は、平成17年２月24日から施行する。 
２ この規則施行後、最初に選考される学長候補者の選考の時期については、第２

 条第２項の規定にかかわらず、任期満了の３か月以前に行うものとする。 
      附 則 

 この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成25年10月24日から施行し、平成25年７月18日から適用する。 



   附 則 

 この規則は、平成26年６月26日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規則は、平成27年９月17日から施行する。 

附 則 

 この規則は、令和３年３月18日から施行する。 

 

 


